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第 4章　「孝」に殉じた天草の「からゆきさん」
佐藤トゥイウェン
はじめに
　筆者はICIS「周縁プロジェクト」の天草フィールドワークで濱名志松五足の靴文学資料館を訪ねた。
　天草の研究者である濱名志松氏の人物像、作品等の調査が出来たおかげで、より深く濱名氏の人生や
天草・島原にゆかりのある「からゆきさん」の問題が理解できた。その中で資料館で展示されている濱
名氏の著作「あるからゆきさんの話」に注目した。その文献は私の心を揺さぶり、何回も涙を拭ったが、
結末はその「からゆきさん」の成功譚であった。一方で、「故郷に錦を飾る」ことができなかった「から
ゆきさん」も確かに数え切れないほど多いだろう。「成功」しなかった人々はその後どのような運命にあ
ったかという疑問が頭に浮かぶ。そのため、「からゆきさん」の資料、文献をもう少し広く調べ、読んで
みようと考えた。
　天草については多くの日本人がずっと以前から「キリスト教」、「からゆきさん」のイメージを持って
いた。しかし、明治40年（1907）に与謝野寛、北原白秋、吉井勇、太田正雄、平野万里の五人（いわゆ
る五足の靴を書いた五人づれ）が天草を旅行したおかげで、マイナスなイメージに変化が起こった。筆
者は調査の準備段階から、天草はロマンチックで穏やかなところという印象を持ったが、なぜ、そのよ
うなマイナスなイメージを生んだのか、濱名志松氏の文献に依拠して、歴史的に研究してみたい。「から
ゆきさん」については歴史側面の文献、小説、ジャンル等のいくつかの資料があったが、とりわけ言語、
儒教を専門に研究している筆者は「からゆきさん」を儒教思想という新たな側面で追求してみたい。具
体的には「孝」に殉じた天草の「からゆきさん」というテーマで詳しく述べることにする。
一　「からゆき」とは
　「からゆき」という言葉にはどのような意味があるのか。森崎和江氏によると、
「からゆき」ということばは、いま（引用者注・1980年刊行当時）はもうその内容を正確に伝えな
い。それは明治、大正、昭和の初めごろまで、九州の西部・北部で使われていたことばであり、「か
ら」に出稼ぎにゆくことで、唐天竺の唐から転じて、海のむこうの国々を指し、明治維新ののち、
貧しい男女が海外に働きに出た。そのように海を越えて働きにゆくことや、またその人々を「から
ゆき」とか「からんくにゆき」とか、また「からゆきどん」と呼んだのである。他郷への出稼ぎと
同じような意味あいであった。そして、大正に入る頃から、からゆきは、朝鮮ゆき、シナゆき、シ
ベリアゆき、アメリカゆき、南洋ゆきなどの表現にわかれた。第二次大戦のあと、「からゆきさん」
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という言葉は、「からんくにゆき」とか「からゆきどん」とか村人が呼んでいた出稼ぎの意味あいか
らはずれて、海のむこうへ売られた女たちや性をひさいだ戦地の慰安婦を呼ぶようになってきた。」1）
と述べた。さらに、濱名氏は「海外に進出した出稼ぎの女のこと女子軍、醜業婦、賤業婦、天草女など
をからゆきさん
4 4 4 4 4 4
と呼んでいます。「からゆきさん」の「から
4 4
」は、外国の意味で初めは中国をさしていた
ようですが、後には中国だけでなく東南アジアまでもさし、ばく然と外国のことをから
4 4
と呼んでいたこ
とから、から
4 4
に行った女―つまりからゆきさんと呼ぶようになったわけです」2）と言った。そのため、
「からゆき」という言葉はもともと、国内にある外郷及び海を渡って、外国に出稼ぎに行き様々な仕事を
した男女を呼ぶようである。本稿では海外に出稼ぎに行った男女の運命とその背景を概括したい。
二　なぜ、「からゆきさん」＝「天草女」なのか
　「からゆきさん」と「天草女」はどのような密接なゆかりがあるのか。それは様々な理由がある。天草
の「からゆきさん」たちの中で女性の方が男性より多いし、昭和16年（1941）には出稼ぎの男女の総数
は天草の人口の 6分の 1に占めた。天草の「からゆきさん」は一番早い時期でも明治以前から出稼ぎに
行った場合があると言われたが、第一次世界大戦以前即ち大正の初期まではいわゆる天草女の発展時期
であるという。森克己氏は「出稼女は全国に亘って、天草ではなく長崎県が断然地を抑えた。海外に出
稼ぎした天草女たちは一ヶ年間、故郷への送金額は約20万円ということ。さらに誘拐の対象は学問のな
い者、資産家ではない娘たちである。天草女性が誘拐者や女郞屋経営者達に喜ばれ、その結果「天草女」
を以て代名詞とされるようになったものであろう」3）と述べている。そして、濱名氏はその理由を「天草
出身の女性が必ずしも多いということではなく、九州を中心に西日本全域から中部、関東、東北にも及
んでいる。それにもかかわらず、「からゆきさん」といえば天草出身のようになっているのは、多くの
「からゆきさん」の中で、天草出身の娘たちが大胆で侠気があり、辛抱強く気宇濶大な面があり、気性の
強い女が多かったためではないか。そして、「からゆきさん」が出身地を聞かれた際、天草出身でない人
も天草から来たことと答え、自分の生まれ故郷を隠していた場合もあった」4）と説明した。さらに、「多
く「からゆきさん」たちが遠く海外に渡り、大変な困苦に耐えぬいたのは、このような抑圧と収奪とい
う天草の歴史と密接な関係があるようです」5）と付け加える。
　天草の人が多く出稼ぎした理由を一言で言えば、「貧困」にある。原因は社会的には天草の人口が多
く、地理的には農地が狭くて、食料が足りなかったことがある。歴史的には天草、島原にはキリシタン
弾圧、高い年貢があり、松倉氏の「地獄」の背景のような残忍な政治6）が加わったせいで耐えられず、寛
 1）	森崎和江『からゆきさん』（朝日新聞社、1980）19～21頁。
 2）	濱名志松「からゆきさん物語」『新・熊本の歴史 7　近代（中）』（熊本日日新聞社、1981）150頁。
 3）	森克己「天草の海外出稼女の研究」『九州大学九州文化史研究所紀要』	第 2 号天草諸島の史的研究（九州大学九州文
化史研究所、1952）124～129頁。
 4）	注 2 前掲書、150-151頁。
 5）	注 2 前掲書、154頁。
 6）	宮本常一『宮本常一著作集35　離島の旅』（未来社刊、1986）による、「もし年貢をおさめなければ、妻や娘を人質
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永14年（1637）に天草・島原の乱が起こったことが伝えられる。日本の社会は明治、大正期には天草だ
けではなく、各地とも人口が増え、食料が不足すると言う背景があった。人口をならすために、『からゆ
きさん』によれば、「日本の村はどこでも間引という風習があったが、キリシタンの聖地だった天草には
近世の頃も、そのあと明治に入っても、堕胎や殺児がなかったという。そのため、人口がふえすぎて、
他国への出稼ぎなしにはくらせぬようになった、という」7）と記載されている。しかし、過剰人口の問題
について森克己氏は「諸国浪人や他国よりの入島者が多くなって来たこと及び、幕府直轄領となってよ
り、流罪地に指定され、多くの流人が送り込まれて、宗門改めの制度によって離島が比較的転出困難で
あり、間引があまり行われなかったこと、疱瘡8）を恐れて、離島しなかったことなどである」9）と説明し
た。そして倉橋正直氏は、「多く出稼ぎに出る主要な原因の一つは天草・島原の土地がやせていて、耕作
物の大部分は甘藷の類に限られ、その他の産業は漁業がある。両郡とも、女子の数が男子に比して多い。
その結果、生活が圧迫され、若い娘は是非とも出稼ぎに出ざるを得ないような境遇になる」10）と言った。
そのため、毎日、天草の百姓は甘藷（さつまいも）や麦を食べ、白いご飯は彼等にとって遠い夢であっ
た。米を買うためには、お金が必要であるが、天草は当時、お金と縁がなかった。『宮本常一著作集35　
離島の旅』によると、「天草はお金の乏しいところであった。米を買う力もなかった。食うていくには甘
藷や麦のようなもので我慢すれば、ひもじい思いをすることはなかったが、何といっても金が乏しかっ
た。そこで金を手に入れるためには、どうしても島の外へ稼ぎにいくよりほかに方法がなかった。」11）と
述べている。お金を儲けるため、島の外へ稼ぎに出かけなければならないのは理解できるが、なぜ多く
の「からゆきさん」は国内より外国を選んだのか。この点が疑問として残る。濱名氏は「若者たちは、
男も女も島の生活に絶望していて、何とか生活を開拓しようとする強い気持ちが内地に向けられず海外
に目が向けられたのだろうと思われます。内地はどこへ行っても変わりばえしない。ひと旗あげようと
しても国内で困難であり海外ならばく然とではあるが、何かができるのではないか、そんな強烈な思い
が抑圧から開放されて明治を迎えた青年男女の心の中にあったことは事実のようです」と主張する。さ
らに、地理的にはその当時、天草から長崎までは距離がないし、長崎から上海までは東京より近いので
ある。そして、「天草は黒潮が北流して海岸を洗い、文化的にも南方の影響が強いところであり、南方民
族の系譜とでも言うか明るい進取の気性、冒険心、たくましさといったものが女たちの心の底にあった
ようです」12）とまとめている。
にとり、妊娠している女さえもゆるさず、凍った池に投げ込んだといわれ、またある名主の娘は真っ裸にされて、全
身に焼けた鉄片をあてられたという。税を納めない者を捕まえて両手を背後でくくりつけ、ミノを着せて、それに
火をつける。百姓たちはたまらなくなって身を地面にたたきつけ、ころびまわり、中には水に飛び込む者もある。水
に飛び込めば、両手をくくられているので、溺れてしまう」とある。（252参照頁）
 7）	注 1 前掲書、190頁。
 8）	疱瘡については檜垣元吉著「近世天草の人口問題とその背景」『九州大学九州文化史研究所紀要』第 2号天草諸島の
史的研究（九州大学九州文化史研究所、1952）が詳しい。
 9）	注 3 前掲書、97頁。
10）	倉橋正直『からゆきさんの唄』（共栄書房、1990）、220頁。
11）	注 6 前掲書、259頁。
12）	注 2 前掲書、155、159頁。
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　要するに、狭い農地、過剰人口、不足食料、「貧因」のため、「出稼」が当時天草の地域には生死問題
になったことや天草の女性が大胆で冒険心のある等の様々な理由で海外へ出稼ぎ天草の女性の数量が次
第に増加した。その中で、売春に従事した人が圧倒的に多かったため、「からゆきさん」＝「天草女」と
いうマイナスイメージ、元来の「からゆき」という意味から外れたのであろう。
三　「孝行」と海外へのルート
1 ．目的、動機としての「親孝行」
　平均12歳から19歳で、海を渡って海外へ出稼ぎに行く「からゆきさん」が圧倒的に多い。本来ならば
一人で海外へ行くことなどできない年齢であろう。彼らはどこから出国し、どのような目的があったの
か。さらに、海外でどのような生活、人生を過ごしたのか。疑問が次々と頭に浮かぶ。
　『五足の靴と熊本・天草』によれば、海外に出稼ぎに行った男も女も共通の目的がある。それは「富の
獲得であり、家を建てること、祖先の墓を建立すること、借財があればそれを返して豊かな生活をした
いということが正直な気持ちであったのではないか」13）ということである。彼らの目的が純粋であり、父
母の貧しい生活を救おうとする心情が強いため、父母に対して無限な愛情を抱き、「孝行」の精神に溢れ
ていたと言える。「孝」という字は人の道徳を測定する物差しともなっている。『孝経』に書かれている
「孝徳之本也」、「孝之大也」、「孝天之經也、地之義也」14）という道徳の起源、由来である。「孝」は「仁」
の源であり、聖人、君子の徳を用いている。そのため、彼らの高度な「孝」の心に尊敬の念を表さなけ
ればならない。「孝」という儒教思想は農民階級や十数歳の子にさえも強く影響を与え、沁みついていた
と言っても過言ではない。
　濱名氏の意見は海外への出稼ぎを志願する者に対してであるが、なぜ、次々に、海を渡る若い男女が
増えるのか。それは、成功した「からゆきさん」が短期に大金をもうけ、故郷へ帰り、家を建て、金の
指輪を 2 個も 3 個もはめるのを見て、あこがれたのであろう。しかし、金の指輪には「からゆきさん」
の汗、涙、血、苦痛が滲んでいる。特に、売春に従事した女性は十代で故郷を離れ、異国の男性を相手
にして、“Nước mắt chan cơm”（涙をご飯の中に注ぐ）と喩えられるほど恐ろしくて惨めな日々を過ごし
た。それは「満人臭いし、オロシアはこわし好きな日本人には銭がない」15）という「からゆきさん」がよ
く歌った浦汐節の歌詞に反映されている。さらに、彼女達は足を洗って、結婚した後、後遺症のため子
供が欲しくてもできない人が圧倒的に多かった。短命で異国で没した人もいた。線香をあげる人もいな
いため、彼女達のお墓はその運命と同様孤独だった。ベトナム偉人Nguyễn Duは “Sống làm vợ khắp người 
ta. Hại thay, thác xuống làm ma không chồng”（生きてあらゆる人の相手をしたのに、死後は、一人の夫も
いない霊になった）16）と言った。男性の「からゆきさん」は女性よりましであったかもしれない。
13）	濱名志松『五足の靴と熊本・天草』（国書刊行会、1983）22頁。
14）	吴樹平等點校『十三經全文標點本 下巻』（北京燕山出版社、1991）2101、2103頁。
15）	注10前掲書、38頁。
16）	Nguyễn Thạch Giang chú giải -Truyện Kiều,	Nguyễn Du（グエン・ユ 『ー翹伝』）（Nxb.	Văn	 hóa	 thông	 tin,	 2005）、167
頁。
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　志願した者だけではない。生計を立てるため小金を受け取った父母が子供を売る場合も、そして騙さ
れた場合も多かった。しかし、いずれの場合でも「孝」の思想は変わらない。
2 ．女
ぜ げ ん
衒
　「からゆきさん」の海外への送り出しには女
ぜ げ ん
衒、密航業者、誘拐者の存在があった。『からゆきさん』
に登場する李慶春という男などもそのひとりである。天草、島原には悪名高い人買いである村岡伊平冶
がいた。『からゆきさん物語』によると、「シンガポールが拠点となり、東南アジア一帯に進出し、人買
いのボス・村岡伊兵
ママ
冶の手記によると、明治22年（1889）から明治27年（1894）に至る 6年間に、3,222
名の女たちがこの地域の各地にばらまかれていると書かれています」17）とある。そして、「ベトナムのか
らゆきさん」によれば、「彼は婦女子を各地に売り飛ばす前に、自分の女房にすると甘言で釣り、あとで
迎えにゆくとだまして」18）とある。さらに、森克己氏も「明治20年（1887）の頃、誘拐者として上海方面
に知られたものには松尾某、畳屋某、金玉の常、手もみの内田、ぐづ吉、文身の山口であるが、外にも
無職 6、 7人いた。さらに、明治22年（1889）から同33年（1900）までシンガポールで誘拐者のボスと
して仲介業をやった村岡伊平次
ママ
がいた。」19）と補足した。
　島原の子守唄には女衒らを象徴する代表的な「久
きゅうすけ
助どん」という名前がある。
おどみゃ島原の　おどみゃ島原の
ナシの木　そだちよ
何のナシやら　何のナシやら
色気ナシばよ　ショウカイナ
はよ寝ろ泣かんで　オロロンバイ
鬼
おん
の池ん　久
きゅう
助
すけ
どんの　連れん来らるばい20）
「久助どん」という名前について司馬遼太郎氏は「実在の
人物かどうかわからないが、むかし（明治時代だろう）
天草の鬼池に久
きゅうすけ
助どんという女
ぜ げ ん
衒がいて、娘を売る農家
をたずねてはそのあっせんをしたという。柳田国男氏の
『島原半島昔話集』（昭和17年）のなかに、明治期（？）
の鬼池の久
きゅうすけ
助どんは出ていないが、「子
こ さ ら
浚ひ鬼」というの
が出ている。あるいは、久
きゅうすけ
助どんという架空（？）の人
物が、鬼池という地名を背負うことによって、寓話とし
17）	注 2 前掲書、160頁。
18）	柏木卓司「ベトナムのからゆきさん」『歴史と人物』10月号（中央公論、1979）208頁。
19）	注 3 前掲書、114、121頁。
20）	西舘好子『うたってよ子守唄』（小学館、2006）150頁。
写真 1　口之津歴史民俗資料館に展示されてい
る女
ぜ げ ん
衒、村岡伊平治の写真（筆者撮影）
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ての現実感を持たされるようになったのだろうか」21）と説明している。
　天草、島原の親は子供が言うことを聞かない時、「鬼
おん
の池ん　久
きゅう
助
すけ
どん」で子供とおどしたらしい。そ
れは当時の天草、島原の子供達にとって女衒は怖い人として心に焼きついていた。
3 ．海外へのルート
	天草の「からゆきさん」が島外へに行く際、鬼池港から島原半島の口之津港へ行き、国内で出稼ぎする
場合は肥前（長崎）、肥後（熊本）、筑豊（福岡）、日向（宮崎）へ行った。海外に出かける場合は、島原
半島の口之津港で外国船に石炭を積み込んでいるすきに乗り込ませ、長崎へ送った。北方系の場合は長
崎港からウラジオストックへ、そして、極東ロシアの各地まで運ばれた。そこから、また満州へ行った
人もいる。南方系の「からゆきさん」は長崎港から上海、香港、サイゴン、シンガポール、マレー、ボ
ンベイ、オーストラリア、アフリカに渡って行くルートであった。
　天草、島原の「からゆきさん」たちは長崎港、口之津港から海外に行った。森克己氏の統計では、明
治22年（1889）から同27年（1894）に至るまで海外へ送った3,222人の女たちの中で、長崎港から785人、
口之津港から307人を積み出した。それは江戸幕府が安政 5年（1858）に「安政 5カ国条約」を、明治新
政府が明治 4年（1871）に「日清修好条規」を結んだため、長崎港は外国との貿易が活気で自由となり、
21）	司馬遼太郎『街道をゆく　十七』（朝日新聞社、1982）228頁。
写真 2・ 3　現在の鬼池港の様子（筆者撮影）
写真 2 写真 3
写真 4・ 5　現在の口之津港の様子（筆者撮影）
写真 4 写真 5
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長崎における奉公人たちの給金も高くなって来た。このことから、天草の他国出稼奉公人は揃って長崎
へのみ出稼ぎに行くようになったからである。22）
四　「孝」の精神を見る
　「からゆきさん」の人生、運命については、筆者は悲運と幸運という二つの種類に分けたい。しかし、
いずれにしろ、その人生、運命には彼らの「孝」という精神が見える。
1 ．悲運
①　途上で命を落とす
　天草、島原から海を渡って、上海へ行く場合は余り時間がかからなかったが、シンガポールや朝鮮へ
行くのには、数日から十数日を要した。ほとんどの「からゆきさん」は密航のため、警察を避けたり、
乗り換える船を待ったりして行き先まで極めて時間がかかったのである。密航船の船底に積め込まれ、
息苦しい環境で過ごさなければならず、限界を越えられなかった人は途中で息絶えた。そのような耐え
られない場所ながら、行き先まで毎日、昼も夜も船員を相手に「ショウバイ」があった。そのことに耐
えられず、12歳の女の子が途中で亡くなった。実はその死は煩悩の全て終わりであり、解放の方法であ
り、死の方が楽で幸せだという気持ちがあったのか。『からゆきさん』によると、「航行中に、十二歳の
子は息絶えた。残された十三人は「あんた、よかったなあ、もうおショウバイせんでよかごとなって。
うちら、いまからおショウバイせんならん。あんた、よかったなあ……」」23）と語る。心を痛める悲惨な
光景である。さらに、『からゆきさん物語』には、「明治36年（1903）12月 2 日。日本とロシアの険しい
雲ゆきの中で、軍需品を積んで日本へやってきたフランスの貨物船、エルネスト・ブーランジェ号は、
帰途、口之津で石炭を満載し、ついでに天草の娘23人を船首の予備水槽に、島原、天草の娘22人を船艙
の底に積んで、一路シンガポール経由マルセイユに向かって出港した」。しかし、シンガポールに到着す
る前、「天草から連れ出された23人の娘と誘拐者の 3人はこうして汕
スワトウ
頭の沖に葬られた」24）とある。
②　戦乱で命を落とす
　さらに、海外で戦乱の影響で亡くなったケースもあった。新藤東洋男氏は「大正 9年（1920）、ニコラエ
フスク事件で民間人347人のうち、この天草出身者である94人のからゆきさんらが犠牲になった。ニコラ
エフスク事件＝尼港事件は降伏協定を破って蜂起した同地駐屯の日本軍に対して、トリャピーツインの
率いるパルチザン部隊が反撃、多くの日本人捕虜や非戦闘員、反革命派のロシア人を殺害し、市街を焼
き払った事件です。非戦闘員の中にはいわゆる「からゆきさん」も数多く含まれていました」25）と述べた。
22）	注 3 前掲書、112、117頁。
23）	注 1 前掲書、14、15頁。
24）	宮崎康平『からゆきさん物語』（不知火書房、2008）73、93頁。
25）	新藤東洋男「ロシア革命とシベリア出兵」『新・熊本の歴史 7 	近代（中）』（熊本日日新聞社、1981）147頁。
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③　売られるか、騙される
　『からゆきさん物語』に紹介された夏代の場合は、精神病の父親と妹が生活が樂になるよう出稼ぎに行
くことを決心した。最初、長崎の有名な「花月」という料理屋に 6円50銭で雇われる約束だったが、結
局、騙されて上海やシンガポールへ送られた。夏代は長い間苦労した後、財を成し、「第二次世界大戦の
終わり、全財産を宝石に替えてかくして持って帰国した。根性である。ところがその後、彼女はその莫
大な宝石を二束三文に殆どだまし取られて、今は近所の子守りなどをしながら糊口をしのぐ日々となっ
たのであった」26）とされる。彼女の汗、涙、血さえ滲んだお金をだまし取った者は良心の仮借に悩まない
のであろうか。なぜ、悲しい運命の彼女にまた、「泣きっ面に蜂」のようなことをしたのか。やはり、
“Bần cùng sanh đạo tặc”（貧窮が盗賊を生む）というベトナムの諺が相応しい。結局、「貧困」はそのよ
うな状況を発生させた源であり、彼らの良心を鈍らせ、「悪性」が孟子が「人之初性本善」と言った通り
本性の中に潜在した「善性」を脅かしてしまったのである。
　『からゆきさん』に記されるおキミは天草の牛深出身であり、5、6歳の頃父母に売られ、李慶春の養
子になり、16歳の時に養父によって朝鮮へ運ばれ、そして「からゆき」になった。養父は彼女に身を売
る証文を見せつつ、「みな、わしの娘になったんだ。親はほかには、おらん。生きても死んでも関係な
い、知らせることはいらんとちゃんと書いてある。」と言った。おキミは目の前がまっくらになった。彼
女はショックだったが、「おキミにとりすがって、だれもが絶望の淵に沈んでいた。「口べらし」は親孝
行だという世間的な倫理が言わず語らず少女たちの心をささえていて、そのうえでふるさとの親と出郷
する娘とはしっかりつながっていた」27）のである。そのような幼い歳で父母のもとから離されること自体
が悲痛この上ないが、おキミは親のために身を犠牲にすることを「親孝行」と感じ、恨む気持ちは全く
なかった。彼女は「父母惡之、懼而無怨、父母有過、諫而不逆」28）という曾子の「孝」の思想を実践した
と言えよう。その「孝行」心のおかげで、悲惨な苦痛にも耐えられる強い意志を備えていた。故郷にい
る親が少しは楽な生活を送ることができたため、自分たちの犠牲が無益ではなかったと思い直した。こ
こには儒教の「孝」の思想が日本人に沁みついていることが明瞭に見える。この背景から筆者の脳裡に
は1945年以前に現実批判文学の先駆者と見られるベトナム人作家 Ngô Tất Tố（ゴー・タット・ト）の作
品 “Tắt đèn”（消灯）の主人公 “Dậu”（ジャウ）が浮かぶ。“Dậu” は当時のベトナムの農民の階級を象徴
する人物として作られた29）。人頭税、各種の税金、地主の搾取で、農民の生活は極貧そのものであり、夫
婦が精一杯頑張っても生活できなかった。税金を納付するため、自分の子供さえも売らなければならな
い場合も珍しくなかった。日本とベトナムの農民の運命は共通する点が多い。
　その他、現地での女を食い物にする情夫のせいで故郷に錦を飾れなかったケースも多くあり、逆に情
夫に恋い焦れて病気になり、命を落とした場合もある。
26）	注24前掲書、325頁。
27）	注 1 前掲書、16、19頁。
28）	注14前掲書、873頁。
29）	 “Dậu” の家族は人頭税を納付できなかったため、ご主人がつかまれ、こっぴどく打ちのめされ、命に危機があった。
彼女は夫を救うため、やむを得ず自分の子を売った。
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2 ．幸運な場合
　数万人の「からゆきさん」の中で幸運な人も少数ではあるが確かに存在する。
①　現地で洋妾になる場合
　「からゆきさん」たちは海外で雑貨商、洗濯屋、飲食店、写真屋、ゴム園経営、女郎屋経営、店員、小
間使い、水商売などの様々な仕事をした。その中には現地で日本人同士で結婚し、幸せな生活を過ごし
た場合もあったようである。その他、現地人や西洋人と結婚して穏やかな日々を送った人もいる。正妻
として、また、仮の現地妻として一家を立てて生活をした人もいた。例えば、小松ケイは現地で外国人
と結婚して幸せな生活をした典型的な例である。濱名氏は「小松ケイ（写真 6）は天草の人であり、五
歳の時、父と母を相次いで失い、二つの兄とともに叔父夫婦に引き取られて育てられることになった。
十二歳の時、単身で長崎へ行き、幼友達の姉のいる丸山の遊郭に住みこみ、小間使いをして、十五歳に
スマトラに行き、外地で商店をやっていた人の世話でジャワに渡り、店員として働いていたが、店がつ
ぶれ、十七歳の時金の取れる売春婦に転進した。運がよく、オランダ人とめぐりあい、正妻として豪奢
な邸宅に住んだ（写真 7）。彼女は故郷、兄弟の愛で夫と一緒にオランダへ帰ることを断り、故郷へ帰る
ことになった。彼女は家を二軒、祖先のお墓を建てることを見事に果たして、82歳で独り淋しく死ん
だ」30）と述べている。彼女は儒教の「孝」「悌」を守って生きた。
　しかし、洋妾の人生もいろいろである。西洋人と結婚する場合は「売春婦と違って洋妾は自由を奪わ
れることもなく、異国での寂しい生活にもたえて、女たちとっては一種の誇りさえ感じていたというこ
とです」31）と言われる。しかし、倉橋氏は「外地で中国人の妻となった日本の女は気の毒なことに、その
土地から離れることなく、中国人の夫とずっと一緒に暮らしてゆかざるを得なかった。ということは恋
30）	注 2 前掲書、163、164頁。
31）	注 2 前掲書、162頁。
写真 6　濱名志松五足の靴文学資料館
に展示されている写真。左から
濱名志松氏、「からゆきさん」で
あった小松ケイ氏、劇作者菊田
一夫氏、女優新珠三千代氏
写真 7　スマトラでの小松ケイ（濱名志
松『からゆきさん物語』より）
写真 8　帰国後、昭和 5年に小松ケイ
が建てた家（濱名志松『から
ゆきさん物語』より）
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しい故郷や父母を棄てねばならなかったのである」32）という濱名氏と逆の意見を持っている。
②　故郷に錦を飾る
　ここでは成功した天草出身の男女の「からゆきさん」の代表者として島木ヨシ、鮫島清美、赤崎伝三
郎、笠直次郎、松下光広、浜浦伊吉、笠田直吉、野田朝次郎など個別の事例を紹介したい。
　島木ヨシは牛深で生まれ、19歳で「からゆき」となった。ヨシはまず、上海で娼妓奉公を 5年間した。
そして、シンガポールに渡る。彼女は少しずつゴム園を買って成功し、故郷へ手紙を書き、送金した。
海を渡ってから10年たったころ、まとまった金で親たちは炭坑を出て牛深に小さな家を建てた。坑夫で
あった父や兄弟は石工になったらしい。彼女は大正10年（1921）に、一時帰国し、同郷の人と結婚し
た33）。ヨシは儲けたお金も自分の欲に使うことはなく、親や兄弟のために使う。曾子が「孝子之養老也、
樂其心、不違其志」34）と言った通り、親の心を和ませることも「孝」である。
　さらに、『島原のからゆきさん』によれば、「当時スレンバン在留日本人で成功をおさめたのは、天草
出身の笠田直吉という人であった。ゴム栽培で成功し、「マレーのゴム園王」と称された笠田直吉は当然
のことながら、スレンバン在留日本人の間ではボス的存在であって、長く厚道会の会長職を独占してい
た。彼の名前も天如塔の玉垣に刻まれている（仝五円スレンバン笠田直吉）」35）と記載されている。
　赤崎伝三郎（写真 9）は父母の3,000円の借財を返すため、明治32年（1899）に海外へ出稼ぎに行こう
と決める。彼は新婚の妻を連れて、まず、長崎に出て、市役所や郵便局の雇員になったり、長崎ホテル
のコックとなった。 3年後、妻と別れ、上海に渡って、香港、サイゴンと南下し、そこで再婚した。シ
ンガポール、ボンベイ、アフリカ本島ザンヂバルと転々として、マダガスカルで、フランス軍人相手の
バーを経営し、後にホテルや映画館などの事業を次々発展させる。父母の3,000円の借財を 1、2年で返
32）	注15前掲書、209頁。
33）	注 1 前掲書、153、156頁。
34）	注14前掲書、790頁。
35）	倉橋正直『島原のからゆきさん』（共栄書房、1993）191、192頁。笠田直吉については、北野典夫『天草海外発展史』
上巻（葦書房、1985年、321～331頁）が詳しい。
写真 9・10　赤崎伝三郎と豪荘な家（濱名志松『からゆきさん物語』より）
写真 9 写真10
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して、老父母を感泣させたらしい。さらに、彼は帰国した後、自分の住宅を高級材で建て、その豪華な
家（写真10）は今建てたら恐らく数億の金がかかろうと思われる36）。
　これ以外にも村上純氏は様々な成功の場合を言及した。（表 1参照）
表 1　「海外に出た日本人について知ろう」による名を成した天草の男女たち37）
名前 特　徴
鮫島清美 1926年にフランス人の富豪と結婚してラオスとベトナムの国境付近で農園を経営した
「電気婆さん」ラオスにはフランス人の電気技師と結婚して「電気婆さん」と呼ばれた女性である。
野田朝次郎 明治時代半ばに、日本人として初めてニュージーランドに住み着いた。天草出身で船大工
だった父親とともに修理中のイギリス船に乗ったところ、酔っ払いの父親から忘れられて
そのまま出航してしまった。船のボーイとして10年間働いた後に、ニュージーランドに住
み着いたマオリ人女性と結婚し、苺の栽培で成功して財を成した。
笠直次郎 長崎に出た後、黒船の機関士となってシンガポールに渡り、広大なゴム園を経営した。
松下光広 ベトナムで大南公司を興し実業界で活躍した38）。
浜浦伊吉 オーストラリアで真珠採取の先駆者となった。
　上記の色々な場合を考察すれば、「からゆきさん」たちはすべて「孝行」、「故郷愛」、「家族愛」の心に
従ったと言ってよかろう。
　要するに、悲しい運命であろうが、幸運であろうが、いずれも家族のため身を犠牲にするという「孝」
精神を明らかにしている。彼らは「孝は百行の本」という儒教の高度的な徳目を実践したと言って過言
ではない。そして、「からゆきさん」が海外で成功できるのかできないのかはやはり、「縁」、「運」とい
うふたつの文字に支配されていた。倉橋氏は「海外に出稼ぎに出た「からゆきさん」の前には、いくつ
かの落し穴が待ちかまえていた。こういった落し穴の一つにでも、落ち込んでしまえば、もう、「からゆ
きさん」の成功者、すなわち「唐降り」になることはできなかった。「唐降り」として、故郷に錦を飾る
ためには本人の努力はもちろんであるが、それだけでなく、よっぽど運がよくなければならなかったの
である」39）と結論づけている。筆者も倉橋氏の意見に賛成である。それは “Mưu sự tại nhân, thành sự tại 
Thiên”	（謀事在人、成事在天）という漢越語の慣用句の通りである。　
　やはり、成功した人も失敗した人も、男性も、女性も十数歳で親元を離れられて、異国で働かなけれ
ばならなかったため、誰でも「親と月夜がいつもよい」という親への懐かしい気持ちがあったに違いな
い。さらに、ほとんどの「からゆきさん」は一旦に帰郷したが何らかの理由で故郷の生活に合わないた
め、再び海外へ出稼ぎに行った。したがって、故郷で穏やかな晩年を過ごした場合は非常に少ない。小
松ケイが「人は私の運がよくて金儲けたと思ったが、私にしてみれば、十数歳時から異国で苦労し、男
36）	注 2 前掲書、156～158頁。
37）	村上純「海外に出た日本人について知ろう」『～くぬぎの森～』熊本電波高専図書館だより第20号（熊本電波工業高
等専門学校図書館、2009） 6 ～ 8 頁。
38）	松下光広については、平田豊弘「松下光廣と大南公司」（荒武賢一朗編『周縁の文化交渉学シリーズ 4陶磁器流通と
西海地域』関西大学ICIS、2011年）に詳しい。
39）	注10前掲書、214頁。
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とも何人かと付き合うとることが心の中の苦労は人は知らんとです」40）と言った通り、彼女たちが海外で
の苦痛で辛い生活を一生忘れられない。さらに、「子供ができない」という後遺症もあった。母になるこ
とは女性の天職であり、女性の立場から見れば、それはより最大の精神的苦痛だ。
五　大師堂の天如塔と口之津歴史民俗資料館
　倉橋氏の『島原のからゆきさん』、冨田氏の「日本の近代化とからゆきさん」には、大師堂と口之津歴
史民俗資料館が「からゆきさん」の資料を置いている数少ない場所だという。そのため、本節において
は島原を主たるフィールドにして論じてみたい。島原は天草の対岸にあり、天草・島原の乱に象徴され
るように密接な関係があった。筆者は大師堂と口之津歴史民俗資料館を訪ねるため単身で再調査を実施
した。「からゆきさん」が辿ったルートの通り、天草の鬼池港からフェリーに乗り、島原半島の南端にあ
る口之津港へ行った。
　フェリーが鬼池港から出港した際、広漠とした大海を眺め、かつて「からゆきさん」たちも船の底で
40）	濱名志松「雨　あるからゆきさんの話」『天草文芸』（天草文化出版社、1976）14頁。
写真11・12　口之津歴史民俗資料館の外見、その建物の別館 2階にある「からゆきさん」の看板（筆者撮影）
写真11 写真12
写真13～15　口之津歴史民俗資料館での「からゆきさん」のコーナー（筆者撮影）
写真13 写真14 写真15
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お先真っ暗な将来について考えただろう。しかし、志願者にとっては明るい未来を期待する気持ちが混
じっていたかもしれない。鬼池港を出て30分後、口之津港に着き、そこから車で 5分ほど行ったところ
に口之津歴史民俗資料館があった。
　その建物の別館 2階には 3分の 1のスペースで「からゆきさん」にゆかりの資料、島原の子守唄の歌
詞（写真13～15）、大師堂の天如塔の写真（写真16、17）、廣田言証大師が「からゆきさん」たちと外国
での日本人墓地で施餓鬼を行った写真、村岡伊平治の女
ぜ げ ん
衒の写真などが展示されている。そこで原田館
長に口之津歴史民俗資料館の歴史等を詳細に説明していただき、さらには「島原の子守唄」の三番を歌
ってくださった。その歌声に筆者の心は激しく揺れた。
　その後、口之津港から30kmほど離れたところにある理性院大師堂へ移動した。そこには廣田言証大
師が明治42年（1909）に建てた天如塔（写真18）がある。その建立費用の90％は「からゆきさん」たち
の寄付金である。寄進者の名前は天如塔の周囲を包む玉垣に刻まれている。玉垣は石製で286本で作ら
れ、その中には国内、国外を含む寄進者192名の名前、居住地、金額が彫られていた。『島原のからゆき
さん』の統計によれば、玉垣に刻まれた名前の中にはマレーシア（34人）が一番多く、次はベトナム（26
人）、シンガポール（25人）、インドネシアとビルマ（ミャンマー）（各14人）、中国（ 8 人）、韓国（ 3
人）、インドとロシア（各 2人）である。そして、女性の方が男性より多い」41）と記載されていた。寄付
の金額は 5円から1,000円まで様々である。もちろん 5円を寄進した人（67人）が一番多いし、その中に
は上述の笠田直吉の名前もある（写真19）。高額は500円（アンナン支部）（写真20）、1,000円（長崎支
部）（写真21）である。当時の 5円は、現在の貨幣価値に換算すれば、5～ 8万円程度だと言われる」42）。
　倉橋氏は「からゆきさん」が所在するベトナムの地名を「ベトナム（阿南、トンキン（北部）、アナ
ン、アンナン、ツウラン（ダナン）、サイゴン」（写真22～25）と説明しているが、筆者は天如塔でハイ
ホンという居住地を刻まれた幾つかの玉垣を発見した（写真26、27）。筆者の推測では、それはベトナム
北部の港である Hải Phòng	（ハイフォン）である。そのため、倉橋氏の紹介したベトナムの地名のほか
41）	注35前掲書、216頁。
42）	注35前掲書、221頁。
写真16・17　口之津歴史民俗資料館で展示されている大師堂、天如塔の写真（筆者撮影）
写真16 写真17
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に「ハイホン」を補足したい。玉垣の斜め向こう側に「ああ、紅怨の女子軍　海を渡ったからゆきたち
よ　アジアに果てた慰安婦たちよ　塔のある聖地に来りて安らえ」と書いてある碑文がある（写真28）。
天如塔は「からゆきさん」のために建てられ、短い人生を異国で送った「からゆきさん」、また晩年、故
郷で亡くなった「からゆきさん」にとって、天如塔はその霊を慰めるメモリアルであることは間違いな
い。大師堂には廣田言証大師が異国で亡くなった「からゆきさん」の墓地で男女の「からゆきさん」た
ちと施餓鬼を行った写真を展示している。（写真29）。
　その写真にいる女性の「からゆきさん」はみな着物を着ている。彼女たちは施餓鬼の時だけではなく
海外で特に東南アジアで従事している時も着物を着ていたようである。倉橋氏は女性の「からゆきさん」
が海外で着物を着ていることについて、「普通、彼女たちは、内地の公娼制度に似た方式に従い、10人ぐ
らいずつ、一つの店に抱えられる形をとって、売春を行っていた。そういう形態では、内地と同じ服装
写真18～21　大師堂にある天如塔と玉垣（筆者撮影）
写真18　天如塔 写真19 写真20 写真21
写真22 写真23 写真24 写真25 写真26 写真27
写真22～27：大師堂にある玉垣（筆者撮影）
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をしていても、そのまま通用してしまったということであろう」43）と説明する。それは彼女たちの心が故
郷へ向かっていることを表し、自分が日本人であることを忘れない意識の反映である。「望郷の念」も
「洋装に下駄掛け」という映像で明瞭に見えた44）。ベトナムで生まれ育った筆者には驚きであり、これに
は尊敬の念さえ抱く。日本人はかつて社会的に軽蔑されるような仕事に従事した人も、低い階級の身分
の人もきちんとマナーやルールを守り、「自尊心」や「愛国心」を持っていた。そのような高度な規律を
持ち、国に対して責任感を持つ日本人だからこそ、現在でも世界に尊敬されているのであろう。大師堂
で展示されている写真のおかげで、当時の「からゆきさん」の状況が分かるようになったが、残念なが
ら大師堂でも口之津歴史民俗資料館でも男性の「からゆきさん」の写真資料がなかった。この二つのポ
イントは「からゆきさん」の資料を見学できるのみならず、日本近代史及び天草、島原の歴史で重要な
遺跡であろう。
おわりに
　一般的に「からゆきさん」の存在はアジア近代史の悲しい 1ページである。「からゆきさん」が近代史
に占める位置を濱名氏は「日本近代史の中で特異な現象であった。日本の女性史の中でも、その深部に
メスを当ててみる価値があるのではないか。「からゆきさん」は、みじめな面ばかりではない。いとも気
軽に旅立っているのである。これは天草の宿命であった海外発展のなかに位置づけて考えなければなら
ない」45）と述べている。
　「からゆきさん」の状況は現在のベトナム社会にも見える。田舎の貧しい若い女性が韓国人、台湾人の
男性と結婚することがブームになっている。彼女たちの結婚の目的、動機はかつての「からゆきさん」
43）	注35前掲書、194頁。
44）	「洋装に下駄掛け」という映像については倉橋正直『からゆきさんの唄』（共栄書房、1990年、25頁）が詳しい。
45）	注13前掲書、22頁。
写真28:　大師堂にある碑文（筆者撮影） 写真29　口之津歴史民俗資料館に展示されている
言証大師が「からゆきさん」たちと施餓
鬼を行った背景（筆者撮影）
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と同様、親の病いの治療や借財の返済、家族がより楽な生活ができるようになること、家を建てること
などである。彼女たちは外国をお金儲けができる「天国」であると素朴に考え、30歳以上も年齢が離れ
ている外国人あるいは不健康な人と結婚することに同意する。それは「からゆきさん」の一種の形態と
言えるだろう。その他、多くの貧しく若い男女は労働輸出の名目で海外研修生になったり、密かに売春
（ベトナムでは売春は違法である）を行ったりしている。東南アジアにおける「ジャパゆきさん」という
言葉はこのようにして生まれた。その状況に冨田氏は「「ジャパゆきさん」問題を考えるうえで、大きな
手掛を与えてくれるものと確信するのである。そして、貧因が、今や完全に隠蔽され、国家的規模での
貧因民の売買となっている観さえある。その一つが「ジャパゆきさん」以外の何ものでもない。貧因は
近代化の波の下に隠蔽され、より陰険化している。これもいつか日本が辿った道である」46）と警鐘を鳴ら
した。
　かつての「からゆきさん」は現在の「ジャパゆきさん」と同様、大金を故郷へ送金した。彼らの送金
のおかげで、経済発展に貢献しつつ、故郷の貧しい顔を変化させたことが否定できない。松井やより氏
は「21世紀には、アジアの女性達はいつも「性差別」、「性奴隷」、「性伝染病」、「性暴力」、「人身売買」
という弊害を闘いているが、痛みを強い力に変えた。彼女達は上述の弊害に反対するため、デモ、セミ
ナーに参加し、「人身売買」を止まるように、自分の苦痛の経験を勇敢に直面し語った。彼女達は少女達
を守る活動、売られる寸前の自立支援などの様々な方法、活動を力を合わせて実施している。さらに、
80年代以降、女性が男性を上回る「国際移住労働者の女性化」が起こり、世界中の女性移住労働者の72
％がアジアに集中している」47）と述べた。彼女たちの勇敢で強い気力は闇夜に明るい光を与えることや冷
える冬に火を付くことができたため、21世紀のアジアの顔を変容させ、新しいアジアを作る意気込みが
感じられる。
　「からゆきさん」というテーマは重く、個人情報に触れるため資料は少ないが、極めて興味深いテーマ
であった。何人かの日本人に「からゆきさん」について聞いてみたが、皆、「微妙な問題です」、「あまり
分からない」、「やっぱり恥ずかしいことです」と答える人が多かった。若者はあまり「からゆきさん」
のことを知らないし、関心がなく、コメントも聞けなかった。筆者は歴史・文化の悲しい 1ページとし
て「からゆきさん」の存在を若者に伝える必要があると思う。そうすれば、若者はもっと自民族の歴史、
故郷の文化について自覚できるであろう。そして、かつての日本人の「家族愛」、「犠牲の精神」、「大胆
な心」、「孝行」などの美徳を学ぶことができ、家族や故郷、そして国のためより奮闘しなければならな
いと言う気が起こるし、「民族愛」、「愛国心」も涵養される。
　シンガポールは「からゆきさん」が移住者及び出稼ぎ者として行った比較的に数多い地域の一つであ
ったからこそ、今の特色豊かな社会を築くことに成功した。そのため、現在、The	National	Museum	 of	
Singapore（シンガポール国立博物館）にはシンガポールの家族構成の歴史、生活についてを紹介する
「Singapore	 Living	 Galleries	 Photography-Framing	 the	 Family」という古い写真の陳列室がある。そこ
46）	冨田健次「日本の近代化と「からゆきさん」」『アジアの社会と近代化』（日本エディタースクール出版部、1998）、
277、278頁。
47）	松井やより『女たちがつくるアジア』（岩波新書、1996）。
第 4章　「孝」に殉じた天草の「からゆきさん」（佐藤）
141
には中国、インド、日本などあらゆるの国々の「からゆきさん」、移住者たちの家族の写真を展示されて
いる。それらを通して、シンガポールは「からゆきさん」の現象を自国の歴史の中に起こったことを認
めている。
　「からゆきさん」は微妙な問題であり、言及したくない心情もあろうが、日本史上の事実であるため、
日本はシンガポールのように隠す必要はなく、直視した方がよい。これは日本、そして天草だけではな
く、アジアの歴史なのである。「からゆきさん」が「ジャパゆきさん」へと形を変えるが、アジア全体に
は今も同じ課題が目の前にある。どの国でも歴史上輝かしいページもあれば、悲しいページもある。そ
れは苦しい時もあり、幸せな時もある、人生と同様である。
　筆者は「からゆきさん」の「親孝行」、「肉親のため身を犠牲にする精神」、「愛国心」、「大胆な心」な
どの道徳的心性に注目し、彼らについて新しい視点が出せるよう努力してみたいと考えている。
付記
　今回の研究活動は極めて有意義なものになった。机上の研究ではなく、自分の目でものを見て、現地の人をインタビュ
ーした。現地の風土、地理、雰囲気、現地の人の気持ちに触れ、天草は昔から外国文化との交渉が深い土地であったこと
を実感できたとともに、文化交渉学的視点についての感覚がはっきりと明確になった。そして、天草の人は優しく、天草
はロマンチックな所であり、非常によい印象を持った。それは「周縁フイールドワーク」のおかげである。最後に、資料
調査に協力をいただいた天草、島原の各機関、とくに濱名志松五足の靴文学資料館の濱名正光館長にお礼を申し上げた
い。
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